
THE WEEKLY NEWS OF FUTTSU-CHUO 
         

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を         個々の価値観を尊重し  
       Engage Rotary Change Lives                           自らロータリーを楽しもう 
 

国際ロータリー会長 ロン D. バートン     2013～2014         富津中央ＲＣ会長 須藤 隆 
  国際ロータリー 第 2790 地区 富津中央ロータリークラブ 創立：1966/10/13 加盟承認：1966/12/12 

RI D2790 FUTTSU-CHUO ROTARY CLUB Organized : Oct./13/1966 Chartered : Dec./12/1966 
 

 
〒293-0042 富津市小久保２８６８ 
さゞ波館  Sazanami-kan 
2868 Kokubo Futtsu-shi Chiba-ken,  
Zip code 293-0042 
Tel.0439-65-3373  Fax.0439-65-3304 
URL http://www.futtsuchuo-rotary.org 

 

№２３１８ 第１７回例会 ２０１３．１０．３１ 晴  

点 鐘：須藤 隆 会長 

進 行：大網庄一郎 SAA 

ソング：我等の生業 

お客様：第四分区ガバナー補佐 堀内正一 様 

 

会長挨拶 

                      須藤 隆 会長 

 

皆さんこんにちは。ガバナー補佐の堀内様、よう

こそお出で下さいました。堀内様には後程お話を

頂きますのでよろしくお願いします。 

今日は多くの新聞が、一面、社会面、スポーツ面

で川上哲治さんの訃報を悼む声とその足跡を報じ

ておりました。川上さんは私たち少年時代のスター

であり、小学校時代には背番号１６という川上さん

の自伝映画を学校で観たこともありました。選手時

代の首位打者５回、シーズン３割１３回、日本で初

の２０００本安打達成と輝かしい選手時代の成績も

さることながら、なんと言っても監督１４年間で１１回

の日本一、そのうちの９年連続日本一の監督にな

ったのは恐らく今後も出ない偉業ではないでしょう

か。道を究めることに大変な努力を重ね、自分を律

する心の鍛錬に禅の修行をしたとも伝えられていま

す。まさに野球界にとっては「巨星墜つ」ということ

でしょう。 

さて早いもので新年度がスタートして４か月が経

過しました。上場企業では四半期ごとの会社の成

績を発表することにしておりますが、私たちの活動

も１／３が経過したところですので、今日は私も含め

て各委員長さんに活動計画書の進捗について簡

単に報告してもらうことにいたしました。私はこの会

長挨拶の中で報告したいと思います。 

私は、活動計画書の会長メッセージで個々の価

値観を尊重し自らロータリーを楽しむこと提唱しまし

た。 すなわちロータリーに対する価値観には会員

によって様々であり、それらの多様性をお互いに

認め合い尊重していくことが大切であるとしました。

そのうえで以下の８項目の重点目標を定めました。

１．会員増強、２．親睦の和の絆を強める、３．会員

卓話の機会を大切に、４．全員が例会を楽しむ、

５．地域ニーズに合った奉仕活動、６．少年少女育

成活動の支援、７．会報作成への協力、８．全員が

委員会活動をバックアップ、これらのうちのいくつか

を私から概括的に報告し、詳しくは各委員長から報

告していただきます。会員増強については８月の増

強月間に会員増強に向けた炉辺会合を開いて増

強への方策を討議しました。この４か月では増員も



 

 

退会もありませんが引き続き重点的にフォローして

まいります。会員卓話の機会については今迄すで

に１０名の会員がそれぞれテーマを設定して卓話を

行っており、１年全員が何回か卓話する機会を持て

るようになっております。地域ニーズに合った奉仕

活動としては福祉施設への慰問の計画が具体化し

ております。少年少女育成支援については、９月の

新世代月間に若者気質の外部講演をお願いし、現

代若者の理解を深めるとともに、少年野球の後援、

英語コンテスト等への支援は例年通り実施する予

定です。会報については、私が言うまでもなく当クラ

ブにとっては誇れる内容であります。これについて

は志波委員長から詳しく報告があると思います。 

以上おもなものを述べさせていただきました。私

はロータリー活動に青春を見出し、一生が勉強の

つもりで行こうと呼びかけました。これからも皆さんと

ともにそのつもりで行きたいと思っております。 

 

幹事報告 

山田昌雄 幹事 

 

皆さん今日は。１０月も最後の例会ですが、やっ

と秋らしい日となって、すがすがしい気分です。 

 幹事報告をします。 

１． 富津ロータリークラブより 

国際交流事業への支援・寄付の依頼があり

ました。バリ島の子供達を受け入れる国際交流

事業に協賛支援を行う為、協力をお願いした

いとのことです。次の理事会で検討したいと思

います。 

２． 木更津ロータリークラブより 

例会変更の件 

① １１月１４日（木）の例会は１１月１０日（日）

の地区大会に変更 

② １１月２１日（木）の例会は休会 

③ １１月２８日（木）の例会は移動例会となり、

鎌足小・中学校の邦楽教室に変更 

３． １１月１０日（日）の地区大会について 

当クラブより１３名の会員が出席予定です。 

配車はつぎの通りです。 

 １号車（須藤車、平川、山田、白石、多田） 

 ２ 〃（高橋〃、小野、榎本、大網） 

 ３ 〃（若鍋〃、千葉、永島、石渡） 

 

ガバナー補佐御挨拶 

堀内正一 第四分区ガバナー補佐 

 

皆さん、改めましてこんにちは!! 

前回７月４日にご挨拶にお伺いした際には、

志波様の進軍ラッパで歓迎して頂き大変感激しま

した。有難うございました。いよいよ、関口徳雄ガバ

ナー公式訪問が２週間後の１１月１４日（木）に迫っ

てまいりました。 

本日のガバナー補佐によるクラブ協議会ですが、

従来は所謂ガバナー公式訪問の練習の様な性格

を持っていたと思います。然しながら今年度関口ガ

バナーは、ガバナー公式訪問時のクラブ協議会で

は特に各委員会の発表は行わず富津中央ロータリ

ークラブ様の長所・短所 特にクラブの抱えてる課

題について討論（意見交換）の場にしたいとの希望

でございます。従って、今日は取りあえず各委員会

の活動計画や報告を頂き、クラブの長所・短所を拾

い上げさせて頂き、会長・幹事さんと相談させて頂

き、関口ガバナーに報告をさせて頂きます。 

ガバナーは、富津中央ロータリークラブ様のクラ

ブ活動計画書また予め須藤会長様から提出して頂

いています「効果的なクラブとなる為の活動計画の

指標」そして、私からの報告書の３点セットで当日討



 

 

論に臨みたいとの方針です。  

実は、既に第４分区は君津ＲＣ・袖ヶ浦ＲＣ・木更

津東ＲＣ・木更津ＲＣ・富津ＲＣの５クラブの公式訪

問が終わっています。５クラブの様子を少しお話さ

せて頂くと、ガバナーからは特に会員増強委員会・

親睦委員会そして５大奉仕委員会について質問を

されました。例えば、会員増強にはどの様な形で具

体的に力を入れているのか、退会防止はどうしてい

るか？新入会員のオリエンテーリングは、どうしてい

るのか等について意見交換を致しました。その他国

際奉仕委員会ではＲ財団の補助金を利用する考え

はないか？等です。勿論、ガバナーに対して質問

があれば、本日予め内容をお知らせ頂ければ、お

答えすると思いますので、宜しくお願いします。クラ

ブ協議会の本来の目的であります、各クラブの活

性化の為、また会員の教育の場そして奉仕活動の

関心を喚起する事です。是非、有意義な協議会に

して欲しいと思います。 

また、１１月９日１０日に行われます地区大会につ

いてですが、本年度関口ガバナーは元気なクラブ

を目指して、としていますが、地区大会も元気な地

区大会にしたいとの要望ですので皆様のご協力を

宜しくお願いします。 

 

クラブ協議会 

会員増強委員会        榎本守男 委員長 

 

本日はガバナー補佐をお迎えした当クラブの増

強活動の経過を報告させていただきます。 

８月の増強月間には、増強の具体的な方針を発

表させていただきました。本年度は、純増３名の数

値目標を掲げております。年度末にははっきりと結

果が出るので全員全力で取り組みお願いします。 

地区のセミナーにおいても元気のいいクラブを目

指して一層増強に取り組む方針が出されています。

具体的には４人組編成による増強の実行部隊での

活動です。当クラブにおいては下記の趣味別の班

編成で活動します。第１グループ 囲碁、将棋、麻

雀  第２グループ バンド カラオケ、音楽  第３

グループ ゴルフ、卓球、スポーツ  第４グループ 

グルメ、地酒、旅  第５グループ フラダンス 芸術  

女子会  会員はこの５グループで必ず複数に属し

てください。 

ステップ１、各グループで増強のリストアップをする。

ステップ２、各グループでリストアップした方を含め

ての企画を実行する。 ステップ３、会報を郵送する。 

ステップ４、炉辺会合に招待する。 ステップ５、親

睦会に招待する。 

このような手順で増強の活動に取り組みます。会

員各位におかれましても個々に人財の発掘に努め

ていただいて、情報の提供をお願いします。過日、

私と高橋会員で３名の方（元会員子息１名、仕事関

係者１名、趣味関係１名）と入会について接触しま

した。結論はまだですが、朗報を期待しております。 

 

会報・広報委員会         志波 克 委員長 

 
（１）会報 ８年前から会員の手で作成しています。

編集方針は例会の忠実な記録と、より多くの人に読

まれる紙面作りです。記事は原則として発言者に原

稿を頂き、そのまま掲載します。読み易くするため

文字や写真の配列に工夫を凝らし、写真は美しく

見えるよう修正します。又、自由投稿を勧め、会報

に興味を持って貰う努力をしています。現在、編集

は７人、印刷は３人が交代で行っています。 

ホームページには毎号を必ず載せ、発言者の

個人別索引も作成しており、全会員、来賓の発言

が８年分検索できます。今後も皆様からの御意見を



 

 

頂き、より良い会報作りに努めます。 

（２）広報 現在は市役所、分区内ＲＣ等への会報

送付と地区のウェブサイトに活動状況を掲載すると

いったところですが、奉仕活動の状況はできるだけ

広く伝える努力をします。 

（３）情報 家庭集会と、全会員による会報へのロー

タリー情報の掲載。そしてロータリー歴の浅い会員

に対する研修会を開催します。 

 

管理運営委員会        若鍋武良 委員長 

 
 管理運営委員会はクラブの効果的な運営を心掛

けています。「奉仕と親睦」はロータリーの両輪であ

り、 「例会の充実と例会への出席」が大事であると

言われてきました。 

・例会・卓話の充実 例会４８週（年間５２週で、定

款第６条第１節ｃ項による４回の休会を除く）のうち、

会員一人年間平均２回の卓話が予定されています。

卓話には、事前に資料の準備をし、脳裏に残る内

容が期待されます。 

  充実した年間の活動プログラムを背景に、例会

の出席率向上と会員相互の理解と親睦をより深め

ることに力点を置いて活動を進めます。 

 

社会奉仕担当部         大網庄一郎 部長 

 

当クラブは、地域のニーズに合った奉仕活動を

するということで、今年度は会員でバンド（楽団）を

編成し、女子部のフラダンスとともに、施設などの慰

問活動を進めています。従来の大貫海岸の清掃等

の地域活動も併せて実行可能な奉仕活動から実

施していきたいと考えています。 

 

ロ財団・米山委員会    原田雅式米山担当部長 

 

１、 平成２５年１１月２１日（木）米山記念奨学会の

卓話を実施致します。 

今年はモンゴルからの留学生による卓話を予

定しております。 

２、 日本最大の民間奨学事業 

昨年度、奨学生約７００名 （支援事業費１

３．６億円）累計１７，５４５人 

３， 本年度寄付 

   普通寄付金の他、昨年同様の寄付をお願いし

たい。 

 

ニコニコＢＯＸ     平野安照 親睦担当委員 

堀内正一 様 

本日はガバナー公式訪問２週間前のク

ラブ協議会にお伺いしました。宜しくお

願いします。 

須藤 隆、山田昌雄、高橋裕之、渡辺 務、平野安照

        堀内ガバナー補佐をお迎えして。 

＊＞1,000 円 合計８,000 円 

 

出席報告 

白石幸久 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 21/17 14 3  82.35%

前回 21/20 15 5  75.00%
 


